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こんにちは、松村拓也です。  

松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。ご意見、ご質問など、何で 

もこのメールに返信してください。  
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      １．今週のトピックス  

 

■先週の報告 

（月） 

笑恵館で悶々と作業。空き家活用は思ったように進まない。他のプロジェクトも、パートナ

ーもあちこちで袋小路状態だ。今週は、たくさんハードルを越えなければならない。 

（火） 

午前中ＳＥＣＯＭ成城ステーションを訪問。高齢者の一人暮らしや、空き家予備軍の増加で

ホームセキュリティの仕事が着実に増えているそうだ。地域密着型のビジネスということ

で連携していきたいとは思うけど、何も解決出来ていない対症療法的ビジネスは、やはり寂

しい。とかく、根本解決しない方がビジネスにしやすい傾向を感じる。 

先般の世田谷トラストまちづくりとの話を受け、砧空き家村 PJT で助成金申請やってみよ

うかということになった。早速Ｋさんと一緒に、明日事前協議に行くことに。 

夕方からの笑恵館・運営会議で、「笑恵館を本拠地に起業支援事業を行い、認定 NPO 法人



を目指す」という提案をしたところ「土地資源活用という事業よりわかりやすい」と、メン

バーたちの賛同を得た。日本土地資源協会の事業はどうなるのだろうと内心思いつつ、いず

れにせよ、場所に根差した事業を生み出さないと、土地資源の永続活用などおぼつかない。

まずは事業の創出だと、腹を決めた。 

（水） 

午前中はパートナーとのＭＴＧ。こちらも事業継承がうまく進まず、荒療治に打って出た。

「まずは受けて、やりながら考えろ」と背中をぶったたいたが、どうなる事やら。 

ごごからは世田谷トラストまちづくりに行き、早速空き家活用の打ち合わせ。結局、関連法

令との適合確認のため現地調査を行うことに。だんだん補助金嫌いの虫がうずくのを感じ

た。 

夜は、モクレン館で打ち合わせ。こちらもオーナーには１年間我慢していただいたけど、当

初のスキームの継続はひとまず諦めた。でも今回の件で、現場の惨状を横目で見ていたオー

ナーの息子さんがちょっとやる気を抱いたらしい。この１年の努力は、失敗だったが無駄で

はなかったのかも知れない。大事な前進だと思った。 

（木） 

Ｚ社コンサルの際、先週提出した「夢のような経営ビジョン」が学生の採用活動に大活躍し

ていると喜ばれた。[ビジネスは夢で顧客とつながる]が僕の持論だが、会社に未来を求める

新入社員にとっても、大切なことなんだと再認識。 

（金） 

朝から飯田橋の東京ボランティア・市民活動センターを訪ね、協働ステーション中央のＴ君

から紹介されたＭさんに、 認定 NPO 法人の事前相談。例によって熱く語ってしまい、Ｍ

さんはちょっと面喰っていたようだが、認定は５年後でなく、２年後にチャレンジできるこ

とがわかり、ますますやる気満々だ。 

午後は石川県羽咋の古民家活用の件で、Ｓさんと打合せ。余談だが、古い付き合いの困窮し

た独身老男性が訪ねてきて困っているとか。最近「会社での役割を失い一人で暮らす男性の

老後をどうするか」という課題の存在に気づき、オジサン収容所の創設を真面目に考え始め

ていたところに、タイムリーな話だった。Ｓさんによると、桐生にある東沢寺というお寺の

住職さんが、そんな男性を寺で引き受ける活動をしてるとか。秋になったら、言ってみよう

と思う。 

（土） 

夕方から友人のＩさんの監督・脚本による映画「人虫」を見に新宿へ。世田谷ものづくり学

校でやっている池尻ロマンス座の名前は、昔映画館だったこのＩさんの実家の名前を拝借

した。映画作家を目指す人たちのワークショップの発表会ということで、他の作品との２本

立てだったが、いずれもプライベートな体験から発想した作品だった。[面白い]ということ

は[その人独自]ということとほとんど同義だと思っているが、映画作りもまた同じと感じた。

帰り道、みんな空に携帯を向けているので振り返ると、大きな虹が地球に刺さってた。 



（日） 

猛暑の中、自宅作業。蒸し暑くて痒くて気持ち悪いが、冷房で気分が悪くなるよりはずっと

まし。歳を取ったかな。 

 

■復興バー0720【ニッポンの復興を語る夕べ】直前のご案内 

しつこくお伝えしますが、いよいよ[復興バー0720]明日となりました。 

https://www.facebook.com/events/1465015613791074/ 

復興バー＠銀座は、6/26～8/8 まで銀座のお店を借り切って開催されるチャリティイベント

で、様々な人が日替わりマスターとして登場します。 

7 月 20 日⁽祝⁾は、松村拓也が【ニッポンの復興を語る夕べ】と題して日替わりマスターを

務めます。 

おつまみ、ドリンク 540 円で楽しめますので、皆さん気軽に遊びに来てください。 

 

日時：７月２０日(月祝)１５－２２時 

場所：中央区銀座 1-15-4 1F(昭和通り沿い) 

電話がありませんので連絡は「松村：090-9830-3669 まで） 

 

・復興バー＠銀座とは 

http://dot.asahi.com/higashinihon/lovers/15_006.php 

・復興バー＠銀座の様子 

https://www.facebook.com/fukkoubarginza 

 

【被災地との関わりや想い等】  

3.11 を機に、日本の破たんを確信した私は【起業する家＝アントレハウス】を開設して、す

べての人の自立とチャレンジを応援してきました。残念ながら我が国は破たんせずにおり

ますが、現実には多くの問題が先送りされ続け、存続していることになってはいるにすぎま

せん。もはや復興への取組は、被災地だけにとどまるのでなく、この寝ぼけた日本を救うた

めの起爆剤となるべきだと私は確信します。 

 今宵は被災地に移住して、くにづくりに挑む元気な若者たちの活動を紹介しながら、日本

の復興について飲んで食べて語り合いたいと思います。 

 何かを求め、うずうずしているあなたの参加をお待ちしています！！ 

 

【プチイベントプログラム(概要)】 

当日は、会場の一角開催されるプチイベントも盛りだくさん 

◇16-17 時◇ 

若人語り〜東北で感じた自分たちの未来〜(by 岡田) 



陸前高田市広田町で地域おこしに挑む若者たちのプレゼン 

◇17-18 時◇ 

日本の復興ってなんだ？（by 松村） 

一応、イベントタイトルでもあるんで、基調講演というか、きちんと話します。 

◇18-19 時◇ 

気仙沼・・・（by 小山） 

内容調整中 

◇19-20 時◇ 

シュノンソーライブ（by ヤマ） 

女子 2 人のユニットによるアコースティックライブです。 

◇21 時半◇ 

閉会挨拶 

 

■笑恵館 流しそうめん 

こちらは打って変ってゆるーいイベント 

日時 7 月 22 日(水) 10-12 時そうめん台作り、12-14 時食べる 

会費 一般 500 円、会員 400 円、子ども 100 円 

申込不要ですので、気軽にいらしてください。 

 

 

      ２．松村拓也サロン「自分の意見を言ってみようぜ」（有料サロン）  

 

[意見]とは、人が特定の状況や対象に対してもつ特定の態度の言語的表明（ブリタニカ百科

事典より）のこと。自分の意見を言うことは、何かに対する自分の態度を表明することであ

って、何かを提案したり考えることではありません。 

このサロンは松村拓也の提案ではなく、日々の活動や言動に関する意見を表明するプロジ

ェクトです。皆さんからの疑問や反論をいただき、議論することにより僕自身の意見を鍛え

上げ、世界を変える道具にしていきたいと考えています。 

これまで発信した意見から、その冒頭部分をお届けしますので、よろしければぜひご入会く

ださい。 

 

#005【土地所有者の役割】20150601 

鎌倉時代以降日本の社会は、武家支配による社会が長く続いた。 

歴史ドラマなどを見ていると、功績のあった武将がその褒賞として領地を授かり、そこを治

めて国づくりに励む話をよく見かけるが、権力の中央に対し、上納金や献上物などの負担が

あっても、交付税や助成金のような分け前があったとは考えにくい。 



つまり、明治以前の日本では原則として全国各地が経済的に自立・自活していたと思われる。

全国各地の地方都市の多くは、かつての諸国の中心都市として栄えたことがあり、文化的に

も経済的にも自立していたはずだ。 

・ 

明治 4 年 7 月 14 日明治政府は廃藩置県を断行、藩は県となって知藩事（旧藩主）は失職し、

各藩の藩札は当日の相場で政府発行の紙幣と交換されることが宣された。 

当初は藩をそのまま県に置き換えたため、3 府 302 県あったが、明治 9 年には 35 県と合併

が進み、明治 14 年の堺県の大阪府への合併をもって完了した。 

しかし、面積が大き過ぎるために地域間対立が噴出したり事務量が増加するなどの問題点

が出たため、明治 22 年には 3 府 43 県（北海道を除く）となって最終的に落ち着いたよう

だ。 

こうした小国の合併により、近代国家としての国体を整えられた経緯は、他の諸国でも同様

だ。 

日本では諸藩を統治していた大名が、西欧では諸国を治めていた王侯貴族たちがその役割

を終えた。 

廃藩置県の後、民主主義の普及と共に土地の民主化も進んだと考えれば、こうした変化から

およそ 100 年が経過したと考えられる。 

1 世代を約 30 年とすれば、民主化されて 3～4 世代目の人たちが現在の所有者ということ

になる。 

･･･続きはサロンで 

 

#006【その逆は何だ】20150602 

何かを説明しようとするとき、特にそれを一言で言おうとするときに、その言葉の意味が説

明と違っていては話にならない。 

そこで[まさにこれ！]と思える言葉を探して使うのだが、それを相手がその意味で聞いてく

れるかどうかが問題だ。 

たとえば[僕は自由だ]という気持ちを伝えたくても、この言葉にはいろいろな意味があり、

それを絞り込むために説明を加える必要がある。 

「大人だから自由」とか、「考えるだけなら自由」などがそれだ。 

一緒に行動し、思いを共有していれば、余計な説明など不要で[自由だ]の一言で足りるかも

しれないが、知らない人に伝えるためにはこの補足説明が必要になる。 

・ 

さて、この説明とはなんだろう。 

[大人だから]とか、[考えるだけなら]はなぜ聞く人の理解を助けるのだろう。 

[大人だから]とは、[子どもではない]という意味、つまり[子どもでは得られない自由]を指し

ている。 



[考えるだけ]も同様に、[考えるだけでなく実行するといけない自由]というような意味にと

れる。 

いずれにも共通しているのは、[どのような自由]を説明するには[どのようでなければ不自

由でない]のようにその自由の逆を示すことで、伝えたいことを浮かび上がらせている。 

･･･続きはサロンで 

 

このサービスは、[facebook のグループ]を利用したものなので、facebook を利用していな

い方は参加できませんが、遠距離でこのメールを読んでいらっしゃる方には、特におすすめ

です。 

皆さんの[自分の意見]も楽しみにしてます！  

 

もちろん、初めは読むだけでもＯＫですよ。  

※サロンへのお申込みはこちら  

→ http://synapse.am/contents/monthly/matsumuratakuya  

 

 

 

      ３．空き家を無くせ（ブログ）  

 

 

 

※ブログサイトはこちら  

→ http://nanoni.club/  

 

 

 

      ４．来週のお誘いイベント  

 

今週も、基本的には月・火・金は笑恵館で作業をして、残りはあちこち出没です。 

□面談歓迎 ■同行可能 ★参加可能 

（月）7/20 □午前中 笑恵館で作業 

   14:00～ 復興バー準備 

   15:00～ 復興バー0720 開催します 

   https://www.facebook.com/fukkoubarginza 

（火）7/21 □12 時以降、笑恵館で作業してます  

   15:00～ ★笑恵館セミナー 



   19:00～ ★笑恵館ミーティング 

（水）7/22 □笑恵館で作業してます 

   10:00～ ★流しそうめん(笑恵館) 

（木）7/23 都心方面におります 

   16:30～ ■砧Ｏ邸現地調査 

（金）7/24 □朝から笑恵館で作業してます 

   19:00～ ★カタリスト BA(二子玉川) 

（土）7/25 なし（休業日）  

（日）7/26 なし（自宅作業） 

 

僕が主催･参加する各種イベントをご紹介します。  

あなたも参加可能ですので、興味があればお問い合わせください。  

 

※僕の動向はこちら 面談ご希望の方は気軽にご連絡ください 

→http://nanoni.co.jp/schedule  

 

 

      ５．アクセスポイント  

 

松村拓也  

メール takuya@nanoni.co.jp <mailto:takuya@nanoni.co.jp>  

携帯 090-9830-3669taku8823@ezweb.ne.jp <mailto:>  

 

自宅 株式会社なのに(平社員)  

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1  

http://nanoni.co.jp/  

 

職場 一般社団法人日本土地資源協会  

〒157-0073  

東京都世田谷区砧 6-27-19 笑恵館  

http://land-resource.org/  

http://shokeikan.com/  

 

 

 

      ６．このメルマガについて  



 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事の抜粋などの情報をほぼ  

毎週お届けします。参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信し  

てください。  

 

/Copyright © 2015 一般社団法人日本土地資源協会, All rights reserved./  

旧マインドレターメールリスト  

 

一般社団法人日本土地資源協会  

砧 6-27-19  

世田谷区, 東京都 157-0073  

Japan  

 

Add us to your address book  

<http://land-resource.us10.list-

manage2.com/vcard?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9>  

 

 

メルマガの購読をやめる  

<http://land-resource.us10.list-

manage1.com/unsubscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9&e=&c=a4f

8e50269>  

購読方法を変更する  

<http://land-resource.us10.list-

manage.com/profile?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9&e=>  

 

 

Email Marketing Powered by MailChimp  

<http://www.mailchimp.com/monkey-

rewards/?utm_source=freemium_newsletter&utm_medium=email&utm_campaign=mo

nkey_rewards&aid=800df08672d8b31689226516d&afl=1> 


